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まちづくり交付金事業の  
事後評価について

平成21年度第2回長岡市中心市街地構造改革会議」資料
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ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

 
社会実験

駅前広場

 
人工地盤

歩道整備

道路

公園

公営住宅

土地区画
整理事業

空き店舗活用

市街地再開発事業

○提案事業
ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽの社会

 実験等、市町村の

 提案に基づく事業

国費はどの事業にどの

 ように充当しても自由
都市再生整備計画

 全体を評価し、採択

道路

空き店舗
活用

ｺﾐｭﾆﾃｨﾊﾞｽ

区画整理

駅前広場

ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ

社会実験

住宅

従来の補助事業

・個別事業毎に審査、採択

・事業毎に補助率は固定

・事業間の流用不可

幅広い交付対象

＋

交

 付

 額

×

最大

４～

 4.5割
＝

○基幹事業

道路、公園、河川、

 下水道、土地区画

 整理事業、市街地

 再開発事業、高次

 都市施設等の公

 共事業

まちづくり交付金の概要
・市町村が策定する都市再生整備計画に基づき、市町村が主

 体的に様々な事業を総合的に行えるまちづくり制度

■シティホール
・アリーナ
・屋根付き広場
■駅前周辺整備
■再開発事業
■子育て支援施設

など

■シティホール
・市役所事務機能
・市民活動ホール
■ソフト事業
・まちづくり活動事業

・交通対策事業
など
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まちづくり交付金の流れ
・ＰＤＣＡサイクルにより事業を実施
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事後評価とは
■目的

交付金がもたらした成果等を客観的に診断し、効果発現の要因
 を分析して、今後のまちづくりを適切な方向に導くとともに、これ
 らを住民にわかりやすく説明することを目的とする。

■事後評価の作業内容（方法書・事後評価シートは事務局が作成）

①方法書の作成
・事後評価の円滑な実施のための方法書

②事後評価シートの作成
・事業の実施状況、事業の効果の検証、今後のまちづくり方策

 等を記載
③事後評価内容の審議

・評価委員会の開催、評価内容について委員から意見聴衆
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事後評価の流れ
①方法書の作成（事後評価手法の決定）

 
H22.4 ～
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②事業の成果及び実施過程の評価の実施
 

H22.6 ～
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③事後評価原案（素案）の作成
 

H22.8 ～
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④庁内検討会の実施（事後評価の庁内検証）
 

H22.8 ～
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⑤事後評価原案の住民への公表
 

H22.10～11

⑥評価委員会（構造改革会議）での審議
 
H22.11

⑦評価結果を国へ提出・住民へ公表
 

H23.3

※事後評価のフォローアップ
 

H23.11～
 

H24.3
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審議していただく内容
（１）成果の達成度評価

①数値指標の目標値達成について
②定量的に表現できない効果発現について

（２）事業の効果発現要因の整理
①指標が達成できた要因について
②指標が達成できなかった要因について

（３）今後のまちづくり方策
①達成されたことと残された課題、新たな課題
②次期計画への活かし方について

事後評価原案に基づき、以上の評価内容を事務局から説明

委員から意見聴衆

評価内容の審議（確認）

審議により寄せられた意見等を評価に反映させて事後評価シートを作成
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事後評価事例
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